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要 旨 

武蔵高等学校中学校標本庫内に保管されていた昆虫標本からキバネツノトンボ標本２点

を確認した。1926 年 6 月に平山修次郎により，和田山（現在の東京都中野区北部，哲学堂

付近）で採集された標本で，これらは旧制武蔵高等学校が創立草期に行った「学校周辺の

生物調査」に関連するものと考えられる。和田山において，同時期に採集された動植物の

記録と合わせて当時の自然環境を推定し，その場所が本種の原生的な生息環境であった可

能性を示した。また，その後の土地利用の変化による生息地の消失について考察した。本

種は東京都レッドリスト（本土部）2020 では絶滅種に指定され，戦前の東京の環境を示す

自然史標本といえる。 
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はじめに 
キバネツノトンボ Libelloides ramburi は，アミメカゲロウ目（脈翅目）ツノトンボ科に属

す完全変態の食虫性昆虫である。体長は 20–25mm 程度で，その名の通りトンボのような

見た目をしているがウスバカゲロウの近縁種である。先端が膨らむ長い触角が特徴的で，

前翅は透明，後翅は黄色と黒色のまだら模様をしていることから，「美しい昆虫（美麗種）」

として紹介されることもある（加藤，1930；平嶋・森本，2008 など）。 
本種は採草地や河川敷などの定期的な環境攪乱を受ける草地に生息する（苅部・加賀，

2021）。オスは日当たりの良い草原を飛行することが多く，メスはイネ科植物の茎に卵を産

む。ススキなどのイネ科植物が広がる比較的面積の大きな高茎草地を好むとされるが，現

在の東京都内では萱場の消失や草地の減少により，1940 年以降の記録がないことから，「レ

ッドデータブック東京 2013（東京都環境局自然環境部，2013）」，「東京都レッドリスト（本
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図３．東京都内におけるベッコウトンボ標本の採集地

1920～1930年代に都内で採集されたベッコウトンボの記録を地図に示した（グーグルマップ）。上段の赤枠

の拡大したものは，Florula Musashinoensis(1926年発行)に掲載されている「武蔵高等学校周辺生物相調査

の地図」で，1926年当時を表しており，川の周辺の緑色は水田を示す。ベッコウトンボは練馬区では石神井

池（東京府，1938）のほか，その下流の石神井川の複数の場所（貫井，練馬）でみられたことが分かる。 
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土部）2020 年版（東京都環境局自然環境部，2020）」では Ex（絶滅）となっている。 

しかしながら，1940 年以前の記録も乏しく，本種の東京都における過去の生息状況や分

布については情報が不足している。今回，武蔵高等学校中学校の標本庫において，採集情

報の明確な戦前の東京産の標本が確認されたため，その採集地情報とともに報告する。 

 

１．武蔵高等学校中学校標本庫に収蔵されていたキバネツノトンボ標本 
キバネツノトンボ標本は，武蔵高等学校中学校標本庫の昆虫標本棚の箱番号 40 のドイツ

箱に収蔵されていた（図 1；白井ほか 2020 の表と附録６も参照）。標本は 2 体あり，採集ラ

ベルはいずれも「WADAYAMA / Tokyo / 12-6-1926 / S. Hirayama」で，平山修次郎により

1926 年 6 月 12 日に東京府和田山(現在の中野区北部，哲学堂付近)で採集されたものであ

る。「Ascalaphus ramburi M L. / キバネツノトンボ」と当時の学名が印字された種名ラベ

ルも付されていた。今回，仮登録番号として，上から MKG-In-40015，MKG-In-40016 を

与えた。体長はそれぞれ 24mm，23mm，前翅長はともに 25mm である。40015 の個体は

尾端に突起があり雄である。標本の状態として，40015 は左，40016 は両側の触角が欠損

している。 
 

２．標本の発見の意義 
本標本の発見の意義は二つある。一つは数少ない東京産の由来のはっきりした標本であ

ること。もうひとつは，この標本は旧制武蔵高等学校が創立早期に行なった「武蔵高等学

校周辺生物相調査」で採集されたもので，約 100 年前の東京の自然環境を示す貴重な自然

史標本といえることである。 

 

．数少ない東京での記録と標本

東京都レッドリスト（本土部）2020 年版（東京都環境局自然環境部，2020）によれば，

「これまで東京都内のキバネツノトンボの記録は平山（1933）に図示された多摩部の記録

のみであったが，近年，その図示標本の発見（1932-6-15，東京井の頭産）や，区部での記

録も見出されている」とある。 

過去の文献をみると，岸田・中村（1930）の第七図版には「東京府産」の本種の標本写真

が掲載されているが，詳細は明記されていない。オカザキ（1930）の図鑑には，1929 年 5

月 9 日に井の頭での採集記録がある。東京府土木部（1938）で加藤正世が調べた目録には，

「八王子市内で採集されたことはあるが東京市内にはない」と記述されている。 

このように，過去の記録や記録の元になった標本は見つかっているものの，標本を伴う

新しい採集地の記録はない。そのため，今回武蔵高等学校中学校の標本庫で東京産の産地

 

と年代が明記された標本の発見は意義のあることと言える。なお，自然史標本をまとめた

サイエンスミュージアムネット（https://science-net.kahaku.go.jp/）には東京産の本種の登録

はないものの[2022.5.19 確認]，現在確認されている東京産標本の中で最も古いものである

（内山・内山 調べ）。 

 

． との関係

旧制武蔵高等学校では，創立の 1922 年から 10 年計画で学校周辺の動植物相調査（武蔵

野動植物相調査）を行った。それらの成果は，維管束植物は 1926 年発行の Florula 

Musashinoensis（Musashi Koto Gakko, 1926），魚類・両生爬虫類，昆虫の一部の分類群は 1929

年発行の Fauna Musashinensis No.1（Musashi Koto Gakko, 1929），水生生物は 1938 年発行の

No.2（Musashi Koto Gakko, 1938）の目録として公表されているが，発表されないまま終わ

ってしまったものもある（白井ほか，2020）。今回見つかったキバネツノトンボ標本は，福

田・白井（2020）で報告された鞘翅目の標本と採集ラベルが同一タイプのもので，採集年と

採集者も同じ，また産地も対象地区であることから，それらの鞘翅目標本と同様に Fauna 

Musashinensis の基礎資料と考えられる。そのため，この発見により動植物相調査で脈翅目

の昆虫も対象としていたことが明らかになった。 

 

３．標本・文献から見た 年代のキバネツノトンボ採集地「和田山」の

自然環境とその変遷

今回みつかった本標本が採集された「和田山」では，当時どのような自然風景が広がっ

ていたのだろうか，また当時キバネツノトンボはどのような生息地にいたのだろうか。1926

年と同時期に「和田山」で採集された動植物の標本と文献記録から考えてみたい。 

「和田山」は前述の Florula Musashinoensis（1926 年発行）や Fauna Musashinensis No.1

（1929 年発行）の元になった「学校周辺の動植物相調査」の代表的採集地 14 地点の一つ

である（白井ほか，2020）。和田山は武蔵高等学校（現在の練馬区豊玉上）から南南東に

1.8km ほどの江古田川（中新井川）と妙正寺川の合流点～哲学堂周辺に位置する（図 2，

現在の中野区江古田 1 丁目，松が丘 1 丁目，新宿区西落合 2・3 丁目に相当）。当時の地図

と比較すると流路に大きな変更はなく，川の周辺には水田，僅かな宅地があったことがわ

かる（亀岡，2021）。ただし，現在のその場所は住宅地や交通量の多い道路があり，護岸

された都市河川となった妙正寺川が流れ，川や哲学堂公園付近に緑が残るだけである。 

前述の二つの動植物目録に掲載されている種や，学内外に残る 1920 年代にこの地域で採

集された標本を表にまとめた。Fauna Musashinensis No.1 に掲載されている昆虫（直翅目・

蜻蛉目・蛾を除く鱗翅目）のうち和田山での採集記録は 14 点ある（Musashi Koto Gakko, 
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1929；白井ほか，2020）。湧水由来の水質の良い河川を好むグンバイトンボ，草地に生息す

るクサキリやクツワムシなどが記録されている（Esaki and Hirayama, 1929）。また，本校標

本庫で確認されている和田山産の標本はキバネツノトンボのほか，同 1926 年採集の甲虫標

本が 17 点あり，その中にはヨツボシカミキリやノコギリクワガタなど樹木でみられる昆虫

に加え，ゲンゴロウやコガタノゲンゴロウなどの水生昆虫もある（福田・白井，2020；白井

ほか，2020）。以上から，当時の和田山の環境は，河川とその周辺の水田，僅かな宅地に加

え，雑木林や草地があり，水生昆虫の生息する湿地を含むものであったことが伺える。 

表． 年代に「和田山（東京都中野区）」で採集された生物の記録と標本（一部）

 
 

これらを踏まえると，当時キバネツノトンボが生息していた環境について考察すること

ができる。苅部・加賀（2021）は，現在の神奈川県内でキバネツノトンボが生息する様々な

草地環境を類型化している。その中で，1926 年当時の和田山と良く特徴が合致するところ

を探すと，雑木林が近くにあり湿地もあるような「河川敷とその隣接地」に相当すると考

えられる。そして，それは本種の原生的な生息環境と言われている。本種の生息環境で共

通することは，いずれもある程度の環境攪乱を要求することであり（苅部・加賀，2021），

和田山でも河川の不定期の比較的規模の大きな出水により環境が更新されることにより，

本種にとっての好適な環境が維持されていたのだろう。 

本校標本庫収蔵の植物標本にも，1920 年代に「和田山」で採集されたものが多数あり（福

田泰二調べ；渡邉-東馬ほか，2022），その中にはタコノアシなどの攪乱環境を好む植物や湿

地性植物も複数種みられ，今回推定されたキバネツノトンボの生息環境を裏付ける。その

ほか学外の収蔵標本にも，Florula Musashinoensis（1926 年発行）に携わった久内清孝が 1925

年 8 月に「和田山」で採集した食虫性の湿生植物ヒメタヌキモの標本がみつかっており（大

阪市立自然史博物館，1978），当時の水環境の豊かさを伺い知ることができる（表）。 

しかし 1930 年代以降，人口増加による宅地化が進み，キバネツノトンボを含むそれらの

生物の生息する環境が大きく変わったことが，土地利用の変容を示した資料から読み取れ

分類群 種名 生息環境 採集年 採集者 出典・標本番号

昆虫 グンバイトンボ 湧水や清流 - - Fauna Musahinensis No.1(1929)

クサキリ 草地 - - 同上

クツワムシ 草地 - - 同上

ゲンゴロウ 水辺 1926.07.01 平山修次郎 　MKG-In-37051（福田・白井，2020）

コガタノゲンゴロウ 水辺 1926.05.30 同上 　MKG-In-37052（福田・白井，2020）

ヨツボシカミキリ 林 1926.08.07 同上 　MKG-In-38081（福田・白井，2020）

ノコギリクワガタ 林 1926.07.24 同上 　MKG-In-37002（福田・白井，2020）

キバネツノトンボ 草地 1926.06.12 平山修次郎 　MKG-In-40015, 40016 (本研究)

植物 タコノアシ 河原・攪乱依存 1924.09.05 不明 福田泰二調べ，渡邉-東馬ほか（2022）

ヒメタヌキモ 湧水や清流 1924.08.23 久内清孝 大阪市立自然史博物館(1978)

 

る。和田山の一部（現在の江古田 1 丁目付近）において，1934 年着工の「中野区江古田土

地区画整理組合」の土地区画整備事業により，妙正寺川のその地区での護岸改修・拡張が

進んだ（阿部，1940）。また，和田山の上流にあたる中新井でも中新井村主体の大規模な土

地区画整備が進み，中新井川（江古田川）は護岸され，川に繋がる分水なども直線化され暗

渠化されるようになった（亀岡，2021）。中新井川の近くの南蔵院では，キバネツノトンボ

と同年 7 月 11 日に採集されたカワラハンミョウの標本も残されているが（図 2；福田・白

井，2020），大きな環境変化を受け，同じように消失していった可能性がある。このように

増水による水災害の減少や宅地の増加と引き換えに，当時その場所でキバネツノトンボが

生息していた河川敷のような環境は失われていったものと考えられる。 

４．標本を残すことの意義

「Fauna Musashinensis : Insecta (1)」の江崎悌三の緒言では，武蔵高等学校の武蔵野動植物

相調査が，変わりゆく東京の自然を記録として残そうとする試みであることが述べられて

いる（Esaki and Hirayama, 1929）。その時に集められた標本が 100 年近く経った現在まで残

っていることは，それらの調査を科学的に担保するものである。これまで報告された鳥や

甲虫，維管束植物などに加え（高田・白井，2016；福田・白井，2020；渡邊-東馬ほか，2022），

今回見つかったキバネツノトンボの標本や，同じく学校の周辺で採集されたベッコウトン

ボの標本（白井，2022）も，それを担うものであるといえる。 

なお，内山（2021）の茨城での最近の調査では，キバネツノトンボの産卵は，戦後に入っ

てきた外来のメリケンカルカヤ（イネ科）の立ち枯れで良く見られることを報告している。

内山（2021）の観察によれば，株が混まず茎の表面が滑らかな立ち枯れを好むことから，こ

れまで本種が産卵する植物とされてきたススキを好んでいなかった可能性も指摘され，

1926 年当時のキバネツノトンボが和田山でどのような植物を選んで産卵していたかは興味

深い。また雄個体の採集時期について，現在の茨城と比べると一か月ほど遅い出現かと考

えられ，約 100 年前の当時の気候を反映している可能性も示唆される。このように，新し

い知見と標本が結ばれ，今後も活用されることが望まれる。 

 

おわりに 
本研究では，武蔵高等学校中学校に収蔵されている戦前の東京産キバネツノトンボを報

告し，ラベルの同一性からそれが Fauna Musashinensis に関係する標本であることを明らか

にした。また採集地である「和田山」で，同時期に採集・記録されたグンバイトンボやゲン

ゴロウ類，水生植物などの動植物から，かつてその場所でキバネツノトンボが生息してい

た自然環境について考察した。1894 年生まれで日本昆虫学会の会長も務めた石井悌も，戦
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1929；白井ほか，2020）。湧水由来の水質の良い河川を好むグンバイトンボ，草地に生息す

るクサキリやクツワムシなどが記録されている（Esaki and Hirayama, 1929）。また，本校標

本庫で確認されている和田山産の標本はキバネツノトンボのほか，同 1926 年採集の甲虫標

本が 17 点あり，その中にはヨツボシカミキリやノコギリクワガタなど樹木でみられる昆虫

に加え，ゲンゴロウやコガタノゲンゴロウなどの水生昆虫もある（福田・白井，2020；白井

ほか，2020）。以上から，当時の和田山の環境は，河川とその周辺の水田，僅かな宅地に加

え，雑木林や草地があり，水生昆虫の生息する湿地を含むものであったことが伺える。 

表． 年代に「和田山（東京都中野区）」で採集された生物の記録と標本（一部）
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おわりに 
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にした。また採集地である「和田山」で，同時期に採集・記録されたグンバイトンボやゲン
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前の武蔵野の萱場でキバネツノトンボの飛翔する姿を記述している（石井，1940）。和田山

に限らず，約 100 年前の学校周辺，つまり東京西北の郊外にはそのような多種多様な生き

物が生息できる環境があった。その後の土地利用の変容による環境変化により，現在では

それらの多くをみることができない。標本はそれらの環境を直接物語るものなので，キバ

ネツノトンボ標本を含むこれらは後世に残す価値のある自然史標本といえる。 
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Abstract 

“Florula Musashinoensis” is a list of vascular plants in northwestern Tokyo investigated by 

Musashi High School from 1922 to 1925. Kiyotaka Hisauchi, who received advice from Tomitaro 

Makino, was the project leader. All voucher specimens have been stored in the school’s herbarium. 

However, the list did not contain information about the time and location of collection, and the 

actual number of specimens was unclear. We reorganized the list into a current classification and 

searched for the voucher specimens. The reorganized list covers one species of rhodophyta and 1283 

taxa of vascular plants, which includes 1103 species, 26 subspecies, 94 varieties, 36 forms and 24 

cultivars. The voucher specimens remained in 87.3 % of those taxa. Among them, 249 taxa are 

extinct and endangered species in the 23-ward area of Tokyo according to the 2020 Red List. As 

cultivated plants were also listed, it is expected to contribute to the selection of taxa that have 

escaped from cultivation after 1926. 

 

要 旨 

Florula Musashinoensis（武蔵野植物目録）は，武蔵高等学校が 1922〜1925 年を中心に東

京西北の郊外にて行った植物相調査に基づく目録である。調査・目録化の指揮は久内清孝

に嘱託され，牧野富太郎からも多くの助言を受けている。目録に掲載された全分類群の証

拠標本は校内の標本室に収められたが，目録に標本の情報は無い。今回，校内に保存され

る標本の探索を踏まえて証拠標本や目録未掲載の分類群の情報を追加し，現行の分類体系

や学名に改め，増補改訂版リストとしてまとめた。その結果，目録未掲載の 16 分類群の標

本が見付かり，紅藻類 1 種と維管束植物 1283 分類群（169 科 1103 種，26 亜種，94 変種，

36 品種，24 栽培品種）が認められた。また東京都レッドリスト（本土部）2020 年版に掲載

されている絶滅および絶滅危惧種が 249 分類群あり，栽培種や外来種も含まれ，東京の植

物相の変遷を知る資料として貴重な情報源になると期待される。 

 

  
図１．標本写真（A．キバネツノトンボ標本，B．標本箱 40，C．採集ラベル）

 

図２．標本の採集地の和田山の位置 Florula Musashinoensis 年 の地図を使用

武蔵野鉄道は現在の西武池袋線。和田山エリアの川の合流点の神社は松が丘北野神社，北部の寺院は

蓮花寺とみられる。地図の川周辺の緑色は水田を示す。
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